
7月は「愛の血液助け合い運動」月間！

＊2022年 東京都／東京都保健医療局調べを加工
＊構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100とはならない
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プレゼント！ 詳しくはP.7をCheck! ▶ 

日本赤十字社 公式キャラクター
『ハートラちゃん ぬいぐるみ（大）』
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血小板
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赤血球
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ケガを
したときだけ
じゃない！

患者さんのもとへ・・・！
輸血用血液の多くは悪性新生物（がん）の患者さんの
治療に使われています
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一般市民による使用が認可されて20年
あらためて知ろう！「命を救うAED」
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［ 秋田 ］
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／他 P. 6
［ 千葉 ］

災害救護も、献血も、医療も
多種多様な赤十字のお仕事体験

自然に触れ合いながら
社会貢献&救急法体験
河川氾濫に備えて
水防・救出救護訓練に参加

Present!!

10
名様

高さ：約30cm

90%以上

薬になった血液

●損傷・中毒および
その他外因 （2.4%）
●妊娠・分娩 （0.7%）
●腎尿路生殖器系  （1.9%）
●筋骨格系および
結合組織 （1.5%）
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全国各地、あなたの生活のすぐそばで
日本赤十字社の活動は行われています。
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日本赤十字社 広報室  赤十字NEWS
7月号プレゼント係
WEB応募／下の二次元コードからご応募くだ
さい。

※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます 

7月31日（水）必着

【D】

【E】

【F】

【G】

【H】

興味・関心を持った記事・企画はどれですか
ア. 特集　イ. TOPICS　ウ. 防災ゼミナール　エ. 決算概要
オ. 献血ハートフルストーリー　カ. エリアニュース　
キ. プレゼント　ク. ワールドニュース
赤十字NEWSの適切な大きさは
ア. 今のまま　イ. A4サイズ　ウ. 小冊子（A5 148×210㎜）サイズ
赤十字NEWSの発行回数は何回がよいですか
ア. 月に１回　イ. ２カ月に１回　ウ. 3カ月に１回　エ. 半年に１回
赤十字NEWSの記事をスマートフォンやパソコン（オンライン）で読みたいですか、
いままでどおり紙で読みたいですか
ア. オンライン　イ. どちらかというとオンライン　
ウ. （オンラインと紙の）両方　エ. 紙　オ. どちらかというと紙
その他、赤十字NEWSに関するご意見、ご要望（任意）

プレゼント希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・WEBでご応募ください。
①お名前　②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　⑤赤十字NEWS7月号を手にされた場所（例／献血ルーム）　
⑥7月号読者アンケートの回答
※ご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および弊社からのお知らせのみに利用いたします

【A】 

【B】

【C】

日赤の「会員」ですか
ア. 会員（年間2千円以上の寄付を継続している。但し、義援金を除く）　イ. 会員ではない
赤十字について知っている活動はどれですか※下記選択からア～ケの文字をご記載ください。複数選択可
ア. 国内災害救護　イ. 国際活動　ウ. 赤十字病院　エ. 看護師等の教育　オ. 献血（血液事業）　カ. 救急法等の講習　
キ. 青少年赤十字　ク. 赤十字ボランティア　ケ. 社会福祉
今月号の赤十字NEWSをお読みになって、以前よりも赤十字活動全体についての理解が深まりましたか
ア. とても理解が深まった　イ. ある程度理解が深まった　ウ. すこし理解が深まった　エ. 以前と変わらない

〈⑥ 7月号読者アンケート〉質問項目

日本赤十字社 公式キャラクター
ハートラちゃん ぬいぐるみ（大）

まだまだある、
ハートラちゃんグッズ。
詳しくはこちら

日赤サービス
オンラインショップ

▼▼▼

代議員会審議結果公告

　令和６年６月28日、全社協･灘尾ホール（新霞が関ビル）において開催し
た第104回代議員会における審議結果は下記のとおりです。

令和６年７月１日
日本赤十字社

記

第１号議案　役員の選出について
　　副社長１名、理事２名及び監事３名が次のとおり選出されました。
　　副社長　十倉雅和　　　監事　釡和明
　　理事　　高野律雄　　　監事　古賀信行
　　理事　　多田和仁　　　監事　脇本潤一

第２号議案　令和５年度事業報告及び収支決算の承認について
　　原案のとおり議決されました。

常任理事会開催報告

　令和６年６月27日、令和６年度第３回の常任理事会が
開催されました。審議結果は下記のとおりです。

記

１ 理事会及び第104回代議員会に付議する事項について
　 （役員の選出、令和５年度事業報告及び収支決算の承認）

　審議の結果、原案のとおり理事会及び第104回代議員
会に付議することが了承されました。

理事会開催報告

　令和６年６月28日、全国社会福祉協議会会議室
（新霞が関ビル）において令和６年度第１回の理事会
が開催されました。審議結果は下記のとおりです。

記

１ 第104回代議員会に付議する事項について
　 （役員の選出、令和５年度事業報告及び収支決算
　 の承認）

　審議の結果、原案のとおり第104回代議員会に付
議することが了承されました。
　また、国際人道法と日本赤十字社について報告し
ました。

10名様

　毎年5月は、赤十字の活動を広く紹介し、継続的
な支援をお願いするための『赤十字運動月間』。今
年も各地で多くのイベントが開催されました。
　赤十字施設や歴史的建造物を赤色でライトアッ
プして赤十字をPRするイベント「レッドライトアッ
プ」。山形県では、5月2日から30日までの間、国の
重要文化財である旧米沢高等工業学校本館にて
実施しました。また、群馬県では、5月2日から10日
にかけて、群馬県庁や臨江閣など県内５カ所で開
催。伊香保温泉では、奉仕団と県青年赤十字奉仕
団による募金活動や広報活動も行われました。
　日赤山口県支部では、JRC加盟園の協力のも
と、キックオフイベントを実施。園児約180人が赤
十字の応援と世界平和を願って作成したポスター
のお披露目や、赤十字クイズを“ハートラちゃん”と

一緒に行い、地元メディアも取材に訪れました。
　福井県支部では、5月3日から5日まで、「もっと
クロス！赤十字展」を開催。救援物資を運ぶトラッ
クの展示やハイゼックスを使った炊き出しの配布、
パネル展、防災グッズの作製、救急法の体験などに
加え、「癒やしのハンドケア」も実施しました。
　大分県支部では、5月11日に市内商業施設にて赤
十字キッズパークを開催。献血模擬体験や看護師体
験、胸骨圧迫の練習、ハートラちゃんとの記念撮影な
ど、子どもたちが楽しく赤十字を体験しました。
　同日、愛媛県支部では、松山大街道商店街にて、
「赤十字フェスタ」を開催。パレードの後、救急法・
避難所の体験会や、奉仕団員による、手作りおしる
この提供、街頭募金などを行い、メンバーが一体と
なった感動的なイベントとなりました。

レッドライトアップやパレードで赤十字の活動をPR

レッドライトアップ

福井／赤十字奉仕団による癒やしのハンドケア福井／赤十字奉仕団による癒やしのハンドケア

「重要文化財 旧米沢高等工業学校本館（山形）」「重要文化財 旧米沢高等工業学校本館（山形）」

高さ：約30cm高さ：約30cm

「伊香保温泉（群馬）」「伊香保温泉（群馬）」

大分／練習キットで胸骨圧迫を体験大分／練習キットで胸骨圧迫を体験

山口／幼稚園でキックオフイベント山口／幼稚園でキックオフイベント

　日赤秋田県支部では、子どもたちが赤十字職員
の仕事を体験し、楽しく学ぶことで赤十字の理念
や活動を知ってもらうための体験型イベント「赤十
字キッズタウン」を5月26日に開催しました。当日
は会場の日本赤十字秋田看護大学・短期大学に
142人の子どもが集まり、災害時の救護体験や献
血の業務、看護師などのお仕事体験に真剣な表情
で取り組みました。他にも、地震体験車で大きな揺
れを体感して防災意識を高め、災害救援車両への
乗車、ドクターヘリの見学、点訳奉仕団の点字作成
など多様な企画を体験しました。

　5月11日、日赤埼
玉県支部は、協定を
結ぶ埼玉りそな銀行
などの地域企業・団
体らが共催する「ク
リーンウォーク」に参
加しました。会場と
なった「見沼田んぼ」

は、約1260ヘクタールという広大な面積に都市近郊とは思
えない豊かな自然や田園風景が残っている場所。5団体82人
の参加者は、その自然と歴
史に触れながら、約2.5km
を歩いて清掃。清掃の前に
は、日赤職員による救急法
体験会も開催し、さまざま
な団体と連携を深めました。

　5月18日、「第72回利根川
水系連合・総合水防演習」が
開かれ、日赤千葉県支部や成
田赤十字病院の職員、赤十字
ボランティア計71人が参加し
ました。同訓練は、昭和22年
に発生した未曽有の台風被害

を教訓として毎年行われている、水防および救出・救護などの総合訓練
です。台風による大雨で利根川が氾濫した想定で、陸上自衛隊や消防、
警察などによって救い出された傷病者に対して、日赤の救護班がトリ
アージや応急手当を行いました。その後の医療機関への搬送までの流
れを実践し、いざというときに円滑に動けるよう、救護班の任務や他機
関との連携について、改めて確認する機会となりました。

　5月26日、日
赤京都府支部
は、みぶ身体障
害者福祉会館
にて聴覚・視覚
が不自由な方も
交えた救急法
講習会を実施。

　今回の講習は、以前から聴覚障害者と共に救急法を
学ぶ機会をつくることを目標としていた、救急法のボラ
ンティア指導員・𠮷川奈々さんが指導にあたり、手話通
訳らがサポートをしました。講習後、𠮷川さんは、「ろう
者も聴者も一緒になり学び、助け合える機会になったこ
とがうれしいです。普及しているAEDのほとんどが音声
ガイダンスでの操作指示なので、ろう者にとってはハー
ドルがあります。本当のバリアフリーな社会に向けて、
今後も活動を続けたいです」と語りました。

災害救護も、献血も、医療も
多種多様な赤十字のお仕事体験AKITA

01

自然に触れ合いながら
社会貢献＆救急法体験

02

SAITAMA

河川氾濫に備えて
水防・救出救護訓練に参加

CHIBA

03

聴覚・視覚に
障害がある方と共に
学ぶ救急法講習KYOTO

05

5月は赤十字運動月間

愛媛／パレードを楽しむ松山市赤十字奉仕団員愛媛／パレードを楽しむ松山市赤十字奉仕団員

　日赤静岡県支部では、海や河川でのレ
ジャーが増える夏を前に、水の事故防止
や、事故に遭った際の救助や手当ての方法
などを伝えるための水上安全法救助員Ⅰ*
養成講習を実施しています。今年も県内
の水泳場２会場で3日間ずつ、計19人が参
加して行われました。終了後、参加者から
は「救助の知識が深まった」「動きのチェッ

クや細かな指導が多く、勉強になりました」といった感想が聞かれました。また
今回の講習には、昨年度指導員資格を取得した新人指導員も参加。熟練指導
員と協力する中で「先輩の指導方法をよく観察して練度を高めていきたい」と、
水上安全法の普及への強い意気込みを持って指導にあたりました。

水の事故を防ぐ「技術」を磨く
３日間の救助員養成講習SHIZUOKA

04

溺者に抱きつかれた時の対処を学ぶ溺者に抱きつかれた時の対処を学ぶ

*養成講習「Ⅰ」はプールで、「Ⅱ」は海・河川・湖沼での実習です*養成講習「Ⅰ」はプールで、「Ⅱ」は海・河川・湖沼での実習です
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２日間降り続けた大雨により洪水が起きた
©フィジー赤十字社

清掃活動を行うフィジーのユースボランティアと
辰巳さん（中央）

キリバス赤十字社のユースボランティア事業担当者
ベイアさんと

生存をかけ、気候変動の“人道危機”に立ち向かう
サイクロンや地震、津波、火山噴火、干ばつといった災害リスクが高い大洋州。また近年では、水害も大きな問題となって
います。現在、フィジーの国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）大洋州事務所において、災害救援支援や気候変動にかかる
長期的な開発事業に携わる辰巳 碧さんに、大洋州の現状と、積極的な赤十字ユースたちの活動について伺いました。

｜
ワ
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ド
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ー
ス
｜

国際部 開発協力課

（たつみ・みどり）
辰巳 碧

大学卒業後、開発援助機関、シンク
タンク、NGOにて、主に教育と
福祉分野に従事後、日赤の開発
協力事業に参加。現在はフィジー
のIFRC大洋州事務所で活動を
行う。

水害により日常生活を脅かされ
気候難民となるフィジーの人々

フィジーでは、気候変動に起因する
洪水や干ばつが深刻化しています。

サイクロンレベルではない豪雨や大雨でも、
家屋への浸水や道路の冠水などの大きな
被害が及び、暮らしが脅かされるほどです。
現地のニュースで水害の影響で泣く泣く
他島へ移住する人々の話題を月に一度は
目にするなど、災害の頻度は高まっています。
洪水が起これば、衛生面でも劣悪な環境に
なりますし、作物にも影響が及ぶので、自給
自足の生活をしている人々にとっては、死活
問題です。5年前には、気候変動によって日常
生活を送ることが難しくなった人を対象に、
フィジー政府が居住地移転を支援する政策
を打ち出しました。フィジーなど大洋州の
国の人々は幸福度が高いことで知られていま
すが、そんな彼らに、住み慣れた土地を離れ、
仲の良い隣人たちと離れ離れになる災難
が降りかかっています。
こうした大洋州の現状を日本の皆さんに

も知ってもらいたく、3月に一時帰国した際
に、青少年赤十字スタディー・センター（高校
生対象の宿泊研修）でお話をさせてもらい
ました。私のレクチャーの後、全国から集まった
73人の高校生が班ごとに気候変動をテーマ
に話し合いましたが、参加したメンバーから
は、「コミュニティで支え合っているからこそ
幸福度が高い。そんな人々が気候難民と
なりバラバラになってしまうのはつらい」

「移住で災害からは逃れられたとしても、もと
もと経済的に厳しい状況になっていた人々
が、新しい環境で暮らしていくための費用は
どうするんだろう？僕らに何かできない
だろうか？」といった意見が聞かれました。
気候難民となった人々の苦しみに共感し、
何か力になれることはないかと考えてくれた
ことを、大変うれしく思います。

地域住民や関係機関を巻き込んで
アクションを起こす赤十字ユース

赤十字は大洋州において、各国の
気象庁や国家災害管理局、また地域

機構や国連機関（UNDRR、WMOなど）とも
連携し、気候変動に対する支援を行っています。
対応策としては、大きく2つ。1つは、環境に

やさしい事業運営やアドボカシー（気候変動
による脅威を発信し、国際社会を動かす）と
いった緩和策。2つ目は、災害による被害を
最小限にするための備えや、気候変動に直面
する人々の適応力と意識変容を支援する
適応策です。後者のアクションを１つご紹介
すると、研修を通じて気候変動を正しく理解
し、行動するきっかけを若者に与える機会と
して「Y-adapt（ワイ アダプト／Y＝Youth）」
研修を実施。昨年フィジーで開催された
Y-adapt では、ユースボランティアたちが
集まり、ゲームやアクティビティを通して気候
変動を学び、自分たちができる適応策を考え
ました。
大洋州の若者も気候変動に対し、何ができ

るかを真剣に考えています。 Y-adapt研修を
経て、最初に彼らが行ったのが、地域のごみ
清掃運動。気候変動と清掃に関連が？と疑問
に思われるかもしれませんが、多発する洪水、
冠水の問題には大きく関係しています。地域
での洪水への対策として有効なのが、排水溝
の整備です。しかし、フィジーでは、ごみの
捨て方が適切でなく、ごみが排水溝を詰まら
せる原因になっていました。赤十字ユースは
清掃に加え、分別するためのごみ箱を設置
し、適切なごみの廃棄方法について人々に
伝え、広めるというプランを考えました。地域
の役所や交番、他の市民団体のところにも
出向いて活動を説明し「一緒に動いてくれま
せんか？」と協力を求めるなど、地域全体を
巻き込むアクションを起こしています。
5月には、Y-adaptに参加しファシリテーター

でもある、キリバス赤十字社のベイアさんが、
小島嶼開発途上国（SIDS）の国際会議に
大洋州の赤十字ユース代表として参加し、
スピーチを行いました。ベイアさんは、頻発する
自然災害や気候変動が大洋州の人々の生活
にどのような影響を及ぼしているかについて
発表し「気候変動による影響の最前線にいる
最も脆弱なコミュニティをもっと支援して
ほしい」と、呼び掛けました。
こうして、ユースのメンバーたちが地域活動

に深くコミットし、時にはリーダーシップを
持ってアクションを起こしている姿を、非常
に頼もしく感じています。これからも、彼らの
活動をサポートし、大洋州における気候変動
の諸問題に取り組んでいきたいと思います。

しょうとうしょ

大洋州

主にオーストラリア以東の太平洋に点在する14の島国。世界で気候変動の影響を大きく受ける国のラン
キングでは、バヌアツ、ソロモン、トンガがトップ3に入り、パプアニューギニアとフィジーも15位以内に
入るなど、災害に対する脆弱性が問題となっている。

大洋州ってどんなところ？
オーストラリア連邦オーストラリア連邦

ニュージーランドニュージーランド

マーシャル諸島共和国

キリバス共和国

クック諸島
サモア独立国

フィジー共和国 トンガ王国

ツバルソロモン諸島

パラオ共和国

ミクロネシア連邦

バヌアツ共和国

パプア
ニューギニア
独立国

パプア
ニューギニア
独立国

大洋州：14の島国
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